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【総合的な探究の時間 ３年間の学習の流れ】



【研究の目的】

①SDGsの考え方をもとに ICTを活用し市役所、地元企
業を巻き込んだ「総合的な探究の時間」を計画した。

（研究仮説） 地域貢献できる生徒を育てることによって

生徒の自己肯定感は向上するのか。

②ICTを活用した「教科横断型授業」

（研究仮説）教科横断的な授業によって生徒の学習意欲

が向上し、より深く学ぶことができるのか。

以上２点を調査し、学習指導要領にある教育内容と教

育活動に必要な人的・物的資源として地域等の外部の資

源を効果的に組み合わせること、教科横断的な視点で教

育内容を組織的に配列していくことを目的とした。

【各学年の取組】

「SDGs・バーチャル市役所」
フィールドワーク

「広報広聴課」から生徒に出された課題は以下の通り。

・私の思う舞鶴のいいところ「MYヅルいい」の景色や色な

どをSNSで同世代を中心に発信するのならどのツール

(インスタグラム、ツイッターなど)を使用するのか。

・自分がインフルエンサーになったと考え、「MYヅルいい」

をSNSで発信して下さい。
・投稿した内容について、反響 の大きさなどを分析してく

ださい。

こうした課題を解決するためフィールドワークを行った。

【インターンシップ】
9月8日,15日 10月6日,20日,10日

今年度は予定通りの５回のインターンシップを行うことが

できた。１２事業所に分かれ、自分達の知らないところでの

仕事の姿 や働く意味などに気づく機会となった。

【卒業論文発表会】
主なテーマ「未来を繋ぐ教育」「税金について」「高校３

年間の歩み」「私の部活体験」など

【１・２年生を聴き手に迎え、３年生の卒業論文発表会(個
人プレゼンテーション)を行った。講堂に１４ブースを作り、

１４人×６ターンの順に回るポスターセッションを実施した。

発表者の周りを１・２年生が取り囲み、関心のある中身

には身を乗り出して聞いている生徒もいた。

３年生にとっては自分の３年間の歩みを振り返ると共に、

人前で話す機会となった。内気な生徒も多いが、全員が発

表するというチャレンジでもあった。

画像や動画を取り入れるなど、どの生徒もiPadを駆使
し聞き手にわかりやすいプレゼン資料を作成した。

自分が３年間がんばった部活体験や、進路をどのように

選択したかなど全員がこうした場で発表する方式は初め

てであった。また、自分の話を聞いてもらう機会となった。

聞いてもらい認められる経験は、自己肯定感を向上させ、

社会に出てからの自信につながると確信した。
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「最初は自分もヅルいい舞鶴を知らなかったけど、学習し

ていくうちにだんだんわかっていきました。 また、勉強
していくうちに自分も知らない舞鶴市のいいところがある

と知ってもっと調べて勉強をしていきたいと思いました。

２年生

１年生

実際に配管をつなぎ水を通してみて水漏れもなくで

きたので安心しました。こうした検査などの人がたくさん

いることで自分たちの生活が守られていることに感謝

してもしきれないと感じました。

３年生

論文を作っていく中で、１・２年生に自分が何を伝えた

いのか、自分の高校３年間を振り返り、いろんな事が思い

出せたり、今までの自分とこれからの自分と向き合う事が

できたりした。自分の進路についての内容にしたので文章

を作るために保育関係について改めて調べることにより、

新しく知った魅力などもあったので自分にとって良い機会

だった。
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